
崔 載國「『国史館日録』にみえる林鵞峯の敬意表現」 

 

『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一
三
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
） 

 

『
国
史
館
日
録
』
に
み
え
る
林
鵞
峯
の
敬
意
表
現 

―
闕
字
・
平
出
・
擡
頭
に
着
目
し
て
― 崔 

載
國* 

 

 

［
論
文
要
旨
］ 

本
稿
で
は
、
林
鵞
峯
の
『
国
史
館
日
録
』
を
題
材
に
、
闕
字
・
平
出
・
擡
頭
な
ど
の
敬
意
表
記
の
検
討
か
ら
、
近
世
日
本
の
儒
学
者
の
意
識
や
認
識
の
解
明

を
試
み
る
。 

 

『
国
史
館
日
録
』
は
、
林
羅
山
の
三
男
で
あ
る
林
鵞
峯
に
よ
り
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
同
十
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
日
記
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

そ
の
諸
本
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
内
閣
文
庫
本
『
国
史
館
日
録
』
を
分
析
の
底
本
と
し
て
選
定
し
た
上
で
、
闕
字
・
平
出
・
擡
頭
な
ど
の
敬
意
表
現
を
抽
出

し
た
。
そ
の
結
果
、『
国
史
館
日
録
』
に
は
、
八
六
〇
件
の
闕
字
、
二
一
件
の
平
出
、
一
件
の
擡
頭
表
現
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
敬
意
表
現
の
対
象
と
な
っ

た
語
は
、
第
一
に
幕
府
や
将
軍
に
関
わ
る
用
語
で
、
自
分
の
祖
先
や
林
家
に
関
す
る
用
語
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

幕
府
に
儒
学
者
と
し
て
仕
え
た
鵞
峯
が
幕
府
や
将
軍
に
敬
意
を
表
す
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
が
、
祖
先
に
対
し
て
感
謝
や
尊
敬
す
る
、
す
な
わ
ち
「
孝
」
の

意
識
を
表
し
た
点
は
、
彼
の
一
儒
学
者
と
し
て
の
立
場
を
表
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
日
本
に
お
け
る
「
孝
」
の
展
開
を
考
え
る
上

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド 

国
史
館
日
録 

闕
字 

敬
意 

林
鵞
峯 

儒
学
者 

 
                                            

             

 
* 

ち
ぇ
・
じ
ぇ
ぐ
っ
く
、
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

博
士
後
期
課
程 
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は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
近
世
前
期
に
幕
府
の
儒
学
者
で
あ
る
林
鵞
峯
に
よ
っ
て
記
さ

れ
た
『
国
史
館
日
録
』
の
闕
字
表
記
な
ど
の
敬
意
表
現
の
抽
出
と
分
類
を

通
じ
て
、
当
時
の
儒
学
者
た
ち
は
何
に
対
し
て
敬
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
事
例
を

提
示
す
る
。 

こ
れ
ま
で
、
近
世
日
本
の
儒
学
者
の
意
識
や
認
識
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
彼
ら
の
著
作
の
文
章
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
が
試

み
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
彼
ら
の
思
想
を
表
す
も
の
は
、
著
作
の
文
言
だ

け
に
限
ら
な
い
。
闕
字
や
擡
頭
・
平
出
と
い
う
敬
意
表
現
に
も
著
者
の
意

識
、
特
に
敬
意
は
顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
敬
意
表
現
か
ら
儒
学

者
の
認
識
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
思
想
史
の
主
た
る
方
法
と
は
異

な
る
手
法
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
儒
学
者
の
思
想
に
対
し
て
新
た
な
知
見

を
付
加
す
る
と
い
う
成
果
が
期
待
で
き
る
。 

例
え
ば
、
儒
学
者
の
著
作
で
は
な
い
が
、
跡
部
信
は
豊
臣
秀
吉
の
発
給

文
書
の
闕
字
な
ど
の
敬
意
表
現
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
な
成
果
(1)
を
挙
げ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
文
書
に
記
さ
れ
た
文
言
の
み
の
検
討
か

ら
提
示
さ
れ
て
い
た
豊
臣
政
権
の
外
交
観
・
対
外
観
、
特
に
日
本
と
対
等

の
交
易
国
と
し
て
明
を
認
識
し
て
き
た
通
説
に
対
し
て
、
秀
吉
が
発
給
し

た
外
交
文
書
の
闕
字
な
ど
の
敬
意
表
現
の
表
記
に
注
目
し
た
検
討
を
行
い
、

当
該
政
権
は
明
の
皇
帝
を
上
位
に
立
て
そ
の
正
統
性
を
利
用
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
闕
字
表
現
へ
の
注
目
に
よ

る
通
説
の
再
検
討
は
、
儒
学
者
の
著
作
に
も
十
分
応
用
し
う
る
も
の
で
あ

る
。 

ま
た
、
時
代
は
異
な
る
が
、
幕
末
期
に
お
け
る
闕
字
に
関
す
る
研
究
も

存
在
す
る
。
明
楽
誠
は
新
島
襄
の
直
筆
資
料
を
点
検
し
て
、
闕
字
と
平
出

表
記
か
ら
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
新
島
が
闕
字
や
平
出
を
付
し
た
対
象
と

そ
の
意
図
を
探
る
研
究
を
行
っ
た
。
明
楽
は
、
新
島
は
天
皇
だ
け
で
は
な

く
、
父
母
や
主
君
に
も
闕
字
や
平
出
を
使
っ
て
「
敬
愛
」
を
表
わ
し
て
い

た
。
新
島
が
用
い
た
闕
字
は
、
武
士
的
儒
教
論
理
が
背
後
に
あ
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
自
分
と
価
値
意
識
や
儀
礼
意
識
が
異
な
る
人
間
と
の
間
に
友

好
な
関
係
を
築
く
た
め
の
マ
ナ
ー
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
(2)
。 

 

勿
論
、
闕
字
表
現
に
よ
る
儒
学
者
の
思
想
を
検
討
し
た
研
究
が
こ
れ
ま

で
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
山
鹿
素
行
の
『
中
朝
事
実
』
の
闕

字
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
た
中
山
広
司
(3)
と
秋
山
一
実
(4)
の
研
究
が
あ
る
。

中
山
の
研
究
は
『
中
朝
事
実
』
の
「
闕
字
」
に
焦
点
を
当
て
た
初
め
て
の

研
究
で
あ
る
。
中
山
は
、
自
筆
本
『
中
朝
事
実
』
か
ら
闕
字
が
付
さ
れ
て

い
る
用
語
を
抽
出
、「
我
が
国
を
示
す
尊
称
、
神
名
等
、
神
々
に
か
か
わ
る

用
語
、
天
皇
名
等
、
天
皇
・
朝
廷
に
か
か
わ
る
用
語
」
の
五
つ
の
種
類
に

分
類
し
た
上
で
、「
我
が
国
を
指
す
尊
称
等
」
を
除
け
ば
直
接
皇
統
に
関
係

す
る
神
名
や
天
皇
に
か
か
わ
る
用
語
だ
け
が
闕
字
の
対
象
に
な
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
秋
山
は
、
中
山
の
研
究
を
踏
ま
え
、『
中
朝
事
実
』
か
ら
、

闕
字
が
付
さ
れ
て
い
る
用
語
の
抽
出
と
分
類
の
補
正
を
行
い
闕
字
の
有
無

に
は
、
山
鹿
素
行
の
一
定
の
判
断
基
準
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 
だ
が
、『
中
朝
事
実
』
は
史
書
で
あ
る
た
め
、
儒
学
者
の
敬
意
に
迫
る
た

め
に
は
彼
ら
の
意
識
が
よ
り
直
截
的
に
表
出
す
る
史
料
を
用
い
る
こ
と
が

有
効
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
日
記
を
史
料
と
し
て
用
い
る
の
は
、
そ
の
た
め

で
あ
る
。 

 
 

論
述
の
手
順
は
、
ま
ず
現
存
す
る
『
国
史
館
日
録
』
の
諸
本
を
校
合
の
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崔 載國「『国史館日録』にみえる林鵞峯の敬意表現」 

 

上
、
原
本
あ
る
い
は
最
も
原
本
に
近
い
底
本
を
確
定
す
る
。
次
に
そ
の
底

本
に
お
い
て
闕
字
や
平
出
・
擡
頭
と
い
う
敬
意
表
現
が
付
さ
れ
て
い
る
語

句
を
析
出
し
、
分
類
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
す
る
考
察
を
行
う
。
な
お
以

下
、
闕
字
や
平
出
・
擡
頭
と
い
う
敬
意
の
表
記
様
式
を
便
宜
上
「
闕
字
表

現
」
と
表
現
す
る
。 

 

一 

底
本
の
選
定 

 

１
．
『
国
史
館
日
録
』
に
つ
い
て 

『
国
史
館
日
録
』
は
、『
本
朝
編
年
録
』
の
続
篇
を
編
修
す
る
た
め
江
戸

幕
府
が
臨
時
的
に
設
置
し
た
忍
岡
の
史
書
編
修
所
の
日
記
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
先
に
林
羅
山
は
、
幕
府
の
命
を
受
け
て
神
代
か
ら
宇
多
天
皇
ま
で
の

通
史
を
編
纂
し
、
こ
れ
を
『
本
朝
編
年
録
』
と
題
し
た
。
参
考
史
料
の
不

足
な
ど
が
原
因
に
な
り
途
中
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
編
纂
作
業
は
、
そ
の

後
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
、
幕
府
の
命
を
受
け
た
羅
山
の
三
男
で
あ
る

林
鵞
峯
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
『
本
朝
通
鑑
』
と
し
て
結
実
し
た
(5)
。『
国
史

館
日
録
』
は
、
続
修
の
命
を
受
け
た
寛
文
二
年
十
月
か
ら
同
十
年
（
一
六

七
〇
）
に
至
る
ま
で
の
記
録
で
あ
る
(6)
。 

 

２
．
諸
本
比
較
と
底
本
選
定 

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
に
よ
る
と
『
国
史
館
日
録
』
に
は
七
つ
の
写
本

と
二
つ
の
活
字
本
(7)
、
計
九
本
が
あ
る
。
こ
れ
を
一
覧
化
し
た
も
の
が
【
表

１
】
で
あ
る
。 

写
本
の
中
で
、
東
大
史
料
編
纂
所
本
・
茨
城
大
本
・
洲
本
市
図
書
館
本

の
三
本
は
、
十
八
冊
か
ら
な
る
全
冊
本
で
は
な
く
一
部
だ
け
が
写
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
全
体
の
検
討
を
企
図
す
る
本
稿
の
対
象

か
ら
は
除
外
し
て
お
き
、
そ
れ
以
外
の
五
つ
の
写
本
か
ら
底
本
を
決
定
す

る
こ
と
に
す
る
。 

 

ま
ず
、
国
会
図
書
館

本
（
【
図
１
】
）
は
、
全

十
八
冊
の
書
写
本
で
旧

所
蔵
者
な
ど
に
関
す
る

情
報
は
少
な
い
。
そ
の

た
め
筆
写
者
や
所
蔵
経

緯
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。
国

会
図
書
館
本
は
外
題

『
国
史
館
日
録
』
、
内
題

『
史
館
日
録
』で
あ
る
。

本
文
は
無
罫
の
白
紙
に

記
さ
れ
て
い
る
が
、
後

か
ら
付
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
訓
読
点
が
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
一
丁

目
表
に
は
「
国
会
図
書

館
蔵
」「
坪
井
長
成
」
と

い
う
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
坪
井
長
成
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
。 

次
の
内
閣
文
庫
本
（
【
図
２
】
）
は
、
全
十
八
冊
か
ら
な
り
、
国
立
公
文

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
写
本
で
あ
る
。
表
題
は
『
史
館
日
録
』
、
内
題

は
付
い
て
い
な
い
。
各
冊
の
一
丁
目
表
に
は
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文

庫
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
あ
っ
て
、
最
終
丁
に
は
「
昌
平
坂
学
問
所
」「
天

保
辛
卯
」
と
黒
印
さ
れ
て
い
る
。
前
の
国
会
図
書
館
本
と
異
な
っ
て
、
黒

色
の
罫
線
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
紙
に
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
訓
読
点
な

No. 刊写の別 諸本名/題名 所蔵先/出版社 巻冊 備考

1 写本 国会図書館本 国会図書館 18冊

2 写本 内閣文庫本 国立公文書館 18冊

3 写本 静嘉堂文庫本 静嘉堂文庫 18冊

4 写本 無窮神習文庫本 無窮会図書館 18冊

5 写本 東大史料編纂所本 東大史料編纂所 1冊

6 写本 茨城大本 茨城大学図書館 1冊 巻一～四

7 写本 洲本市図書館本 洲本市立図書館 1冊 巻一～四

8 活字本 本朝通鑑本 国書刊行会 2冊 16、17巻

9 活字本 史料纂集本 続群書類従完成会 5冊

表１ 『国史館日録』の諸本一覧表 1 『国史館日録』の諸本一覧 
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ど
が
付
い
て
い
な
い
白

文
の
も
の
で
あ
る
。 

最
後
は
静
嘉
堂
文
庫

本
（
【
図
３
】
）で
あ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
本
も
前
述

し
た
二
本
と
同
じ
く
全

十
八
冊
か
ら
な
っ
て
い

る
書
写
本
で
あ
る
。
外

観
的
な
特
徴
と
し
て
目

立
つ
の
は
、
表
紙
に
押

さ
れ
て
あ
る
花
の
模
様

と
「
静
・
嘉
・
堂
」
と

い
う
文
字
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
模
様
は
全
冊

に
わ
た
っ
て
押
さ
れ
て

い
る
。
一
巻
の
冒
頭
に

は
、
全
体
の
目
録
が
書

か
れ
て
い
る
。
本
文
が

始
ま
る
一
丁
の
表
側
の

「
弘
文
院
林
学
士
撰
」

と
記
さ
れ
た
部
分
の
右

側
に
は
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
と
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
用
紙
は
無
罫
紙
を

使
っ
て
お
り
、
訓
読
点
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。 

以
上
の
三
本
以
外
、
十
八
冊
に
な
っ
て
い
る
写
本
と
し
て
は
神
習
文
庫

本
が
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
(8)
。 

三
本
の
相
違
点
を
一
覧
化
す
る
と
【
表
２
】
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
三
本
は
同
様
に
全
十
八
冊
で
あ
り
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
部
分
に
違

い
が
存
在
す
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
原
本
と
認
め
ら
れ
る
特
徴
は
な
い
。 

『
国
史
館
日
録
』
が
林
鵞
峯
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
も

幕
府
の
命
で
あ
る
史
書
編
纂
事
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
考
え
て
み
る
と
、
以
上
の
三
本
の
う
ち
、
忍
岡
の
林
家
の
家
塾
か
ら
始

ま
っ
た
幕
府
の
学
問
所
で
あ
っ
た
昌
平
坂
学
問
所
の
所
蔵
印
が
押
さ
れ
て

い
る
内
閣
文
庫
本
が
原
本
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

だ
が
、
内
閣
文
庫
本
で
す
ら
、
原
本
の
虫
損
箇
所
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
記
号
「
□
」
が
散
見
さ
れ
、
原
本
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、『
国
史
館
日
録
』
の
原
本
は
現
在
所
在
が
不
明
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。 

『
国
史
館
日
録
』
の
原
本
探
査
は
今
後
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ひ

と
ま
ず
本
稿
で
は
、
内
閣
文
庫
本
を
底
本
に
叙
述
を
進
め
る
。
そ
れ
は
今

述
べ
た
よ
う
な
推
察
と
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
活
字
本
も
内
閣
文
庫
本

を
底
本
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。 

 

三 

『
国
史
館
日
錄
』
に
現
れ
る
闕
字
表
記 

 

１
．
闕
字
・
平
出
・
擡
頭 

 

現
代
語
に
お
い
て
闕
字
と
言
う
の
は
、
文
章
中
に
お
い
て
、
何
ら
か
の

理
由
で
あ
る
べ
き
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
し
か
し
、
闕
字

と
は
、
文
章
の
中
に
、
帝
王
ま
た
は
高
貴
な
人
の
称
号
な
ど
が
出
た
時
に
、

敬
意
を
表
す
た
め
に
、
そ
の
上
の
一
字
分
も
し
く
は
二
字
分
ほ
ど
を
空
け

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
前
者
を
欠
字
（
常
用
漢
字
）・

空
字
・
脱
字
に
、
後
者
は
「
闕
字
」（
正
字
体
）
に
分
け
て
表
現
す
る
場
合

も
あ
る
(9)
。
文
章
の
中
で
敬
語
に
よ
ら
ず
敬
意
を
示
す
た
め
の
方
法
と
し

て
は
、
今
述
べ
た
闕
字
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
。
そ
の
中
の

一
つ
は
「
平
出
」
で
あ
る
。
平
出
は
、
敬
意
を
表
す
べ
き
特
定
の
文
字
を

項目 国会図書館本 内閣文庫本 静嘉堂文庫本

巻冊 18冊 18冊 18冊

旧所蔵先 不明 昌平坂学問所 不明

表題 国史館日録 史館日録 国史館日録

内題 史館日録 無 無

印章（朱） 国会図書館蔵、坪井長成 日本政府図書、浅草文庫 静嘉堂蔵書

印章（黒） 無 昌平坂学問所、天保辛卯 無

訓読点 有 無 無

罫線 無 有（黒） 無

闕字表記 有 有 有

表2　『国史館日録』写本の比較表 2 『国史館日録』写本比較 
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文
章
の
中
に
用
い
る
場
合
、
改
行
し
て
そ
の
文
字
を
行
頭
に
お
く
書
式
の

こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
方
法
は
「
擡
頭
」
で
、
同
じ
く
敬
意
を
表
す

べ
き
文
字
が
出
た
場
合
、
改
行
し
た
上
、
さ
ら
に
各
行
よ
り
も
一
字
ま
た

は
二
字
分
上
に
あ
げ
て
書
く
こ
と
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
書
式
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
を
は
じ
め
朝
鮮
半

島
、
越
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
な
ど
漢
字
文
化
圏
で
は
共
通
に
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
(10)
。
日
本
で
は
律
令
の
公
式
令
に
て
、
平
出
と
闕
字
を
適
用

す
べ
き
文
字
を
定
め
て
い
る
。
闕
字
の
場
合
、「
大
社
・
陵
号
・
乘
興
・
車

駕
・
詔
書
・
勅
旨
・
明
詔
・
聖
化
・
天
恩
・
慈
旨
・
中
宮
・
御
・
闕
庭
・

朝
庭
・
東
宮
・
皇
太
子
・
殿
下
」
の
よ
う
な
類
は
闕
字
す
る
よ
う
に
規
定

さ
れ
て
い
る
(11)
。 

 

本
稿
で
は
、
一
文
字
を
空
け
た
敬
意
表
現
を
闕
字
、
二
文
字
以
上
を
空

け
た
上
で
さ
ら
に
改
行
さ
れ
て
い
る
敬
意
表
現
を
平
出
と
し
て
扱
い
、
抽

出
し
た
。 

 

２
．
空
字
に
つ
い
て 

 

『
国
史
館
日
録
』
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
寛
文
二
年
か
ら
同
十
年
ま
で

の
日
記
で
あ
る
。
約
八
年
間
ほ
ぼ
毎
日
の
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

闕
字
表
記
は
八
六
〇
箇
所
に
至
る
。
た
だ
、
こ
の
数
値
に
つ
い
て
は
少
し

説
明
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
特
段
敬
意
を
表
す
意
図
な
く
一
字
も

し
く
は
二
字
分
を
空
け
て
い
る
「
空
字
」
と
思
わ
れ
る
所
が
多
数
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る
。 

『
国
史
館
日
録
』
は
日
記
体
の
文
章
で
あ
る
た
め
、
最
初
日
付
が
出
て
、

次
に
天
気
に
関
す
る
記
事
が
簡
略
に
出
る
。
そ
の
後
か
ら
当
日
の
様
々
な

出
来
事
に
関
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
毎
日
の
日
記
内
容
の
本
文
と
も
言

え
る
そ
の
部
分
も
、
一
つ
の
内
容
で
は
な
く
様
々
な
主
題
の
話
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
場
合
に
『
国
史
館
日
録
』
で
は
、
時
間
帯
で

内
容
を
分
け
た
り
人
物
ご
と
に
内
容
を
分
け
て
い
て
、
そ
の
区
分
の
た
め

に
一
字
も
し
く
は
二
字
分
が
空
け
ら
れ
て
い
る
。
一
見
し
た
だ
け
で
は
、

「
闕
字
」
と
見
紛
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
次
の
記
事
を
挙
げ
て

み
よ
う
。 

（
寛
文
四
年
十
月
二
十
二
日
条
・
以
下
傍
線
は
筆
者
）
【
図
４
】 

二
十
二
日 

早
朝
姫
路
拾
遺
使
者
來
恵
鰹
節
三
百
箇 

法
印
元
徳
寄

書
賜
鯉
魚 

保
宗
雪
寄
書
謝
昨
日
之
問
訊 

坂
亨
狛
庸
来 

信
常
自

本
宅
来 

勝
澄
使
中
村
祐
晴
来
問
（
後
略
） 

右
は
寛
文
四
年
十
月
二
十
二
日
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
は
天
気
の

内
容
は
出
て
な
い
が
、【
図
２
】
の
寛
文
五
年
二
月
十
日
の
記
事
を
み
る
と

「
十
日 

快
晴 

未
明
重
晴
等
入
殿
（
後
略
）
」
の
よ
う
に
、
日
付
―
「
空

字
」
―
天
気
―
「
空
字
」
―
時
間
帯
又
は
人
名
な
ど
か
ら
始
ま
る
本
文
、

の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

『
国
史
館
日
録
』
全
体
を
通
し
て
一
貫
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
(12)
。
空

字
に
な
っ
て
な
い
場
合
も
あ
り
、
内
容
区
分
の
た
め
の
空
字
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
次
の
用
語
が
他
の
場
所
で
は
闕
字
の
対
象
で
あ
る
文
字
で
あ
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
本
稿
で
は
、
日
付
後

と
、
天
気
や
時
間
帯
を
表
す
用
語
と
人
名
な
ど
の
前
に
あ
る
空
き
空
間
は

一
律
に
闕
字
で
は
な
く
空
字
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
即
断
出

来
な
い
箇
所
が
い
く
つ
か
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
全
体
の
数
値
は
そ

れ
ら
の
保
留
分
を
除
い
た
数
を
提
示
し
て
い
る
。 

 
３
．
闕
字
表
記
の
抽
出
結
果 

 
内
閣
文
庫
本
『
国
史
館
日
録
』
を
底
本
に
、
空
字
と
判
断
さ
れ
る
箇
所

を
除
い
て
、
闕
字
表
記
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
寛
文
二
年
十
月
か
ら

同
十
年
十
二
月
ま
で
の
八
年
二
ヶ
月
の
日
記
の
な
か
で
、
闕
字
表
記
は
八

六
〇
件
・
平
出
表
記
は
二
一
件
・
擡
頭
表
記
は
一
件
が
認
め
ら
れ
た
。 
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抽
出
し
た
闕
字
表
記
は
、
そ
の
性
格
に
よ
っ
て
五
つ
に
大
分
類
を
し
、

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
小
分
類
に
ま
と
め
た
。
以
下
は
、
そ
の
分
類
毎
の
抽

出
結
果
で
あ
る
。
丸
括
弧
数
字
は
大
分
類
、
丸
数
字
は
小
分
類
を
、
次
は

闕
字
表
記
さ
れ
た
文
字
・
用
語
と
丸
括
弧
内
に
そ
の
件
数
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
な
内
容
に
関
し
て
は
【
表
４
】
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。 

（
１
）
幕
府
に
か
か
わ
る
用
語 

①
幕
府
関
係
：
営
（
一
四
五
）
、
官
（
六
一
）
、
城
（
八
三
）
、
公
（
六

〇
）
な
ど 

（
２
）
将
軍
に
か
か
わ
る
用
語 

 
 

 

①
将
軍
関
連
：
将
軍
（
三
十
）
、
上
（
二
九
）
、
台
（
四
六
）
、
御
（
四

五
）
、
恩
（
一
一
）
な
ど 

 
 

 

②
将
軍
家
霊
廟
関
連
：
廟
（
一
四
）
、
霊
廟
（
十
一
）
、
日
光
山
（
六
）
、

東
照
宮
（
一
〇
）
な
ど 

（
３
）
林
家
に
か
か
わ
る
用
語 

 
 

 

①
孔
子
関
連
：
孔
堂
（
一
）
、
孔
廟
（
一
）
、
聖
堂
（
七
八
）
な
ど 

②
祖
先
関
連
：
先
考
（
五
八
）
、
先
妣
（
九
）
な
ど 

（
４
）
国
・
朝
廷
に
か
か
わ
る
用
語 

 
 

 

①
朝
廷
・
天
皇
関
連
：
朝
廷
（
二
）
、
勅
（
七
）
な
ど 

 
 

 

②
国
・
本
朝
関
連
：
国
家
（
五
）
、
本
朝
（
一
三
）
な
ど 

（
５
）
そ
の
他 

 
 

 

電
覧
（
一
）
、
視
（
一
）
、
黄
門
君
（
一
） 

ま
た
、
平
出
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
三
種
で
あ
る
。
（
１
）

幕
府
に
か
か
わ
る
用
語
の
中
、
営
（
一
）
、
公
（
五
）
、
府
（
一
）
、
（
２
）

将
軍
に
か
か
わ
る
用
語
の
中
、
大
君
（
一
）
、
東
照
神
君
（
一
）
、
東
照
宮

（
三
）
、
大
猷
院
殿
（
一
）
と
（
３
）
林
家
に
か
か
わ
る
用
語
の
中
、
聖
堂

（
四
）
、
聖
殿
（
一
）
、
先
考
（
二
）
、
先
妣
（
一
）
で
あ
る
。 

最
後
に
唯
一
の
擡
頭
は
、（
２
）
将
軍
に
か
か
わ
る
用
語
の
中
で
の
「
台

命
」
で
あ
っ
た
。
平
出
と
擡
頭
表
記
箇
所
を
一
覧
化
す
る
と
左
の
【
表
３
】

と
な
る
。 

分
類
の
な
か
で
、
最
も
多
い
件
数
を
有
す
る
の
が
、（
１
）
幕
府
関
連
の

も
の
で
、「
営
・
官
・
城
」
な
ど
の
三
九
六
件
で
あ
る
。
単
一
用
語
と

巻 年号 年 月日 闕字 闕字（用語） 丁數 平出・擡頭

八 寛文 七 8月6日 営 登営 ３４－表－３ 平出

八 寛文 七 9月10日 公 公儀 ６４－裏－８ 平出

八 寛文 七 8月27日 公 公務 ５０－裏－６ 平出

十 寛文 八 1月25日 公 公用 ２５－表－２ 平出

十一 寛文 八 4月1日 公 公儀 １－裏－５ 平出

八 寛文 七 9月13日 公 公務 ６７－表－９ 平出

十八 寛文 十 7月26日 聖 聖殿 １３－表－４ 平出

二 寛文 五 5月21日 聖 聖堂 ６５－裏－２ 平出

十 寛文 八 3月24日 聖 聖堂 ８７－表－４ 平出

十一 寛文 八 6月27日 聖 聖堂 ８１－裏－8 平出

十二 寛文 八 9月16日 聖 聖堂 ５６－裏－３ 平出

十一 寛文 八 6月14日 先考 ７０－表－８ 平出

十五 寛文 九 7月10日 先考 ４１－裏－６ 平出

十 寛文 八 1月2日 先妣 ２－表－４ 平出

二 寛文 五 4月1日 台 台命 ５９－表－４ 擡頭

十 寛文 八 2月7日 大君 ３９－裏－３ 平出

七 寛文 七 1月1日 大猷院殿 １－裏－２ 平出

五 寛文 六 5月17日 東照宮 ４７－表－６ 平出

七 寛文 七 1月1日 東照宮 １－裏－９ 平出

十 寛文 八 1月1日 東照宮 １－裏－５ 平出

二 寛文 五 2月9日 東照神君 １７－表－５ 平出

八 寛文 七 8月6日 府 参府 ３４－表－５ 平出

表３　内閣文庫本『国史館日録』平出・擡頭一覧表 3 内閣文庫本『国史館日録』平出・擡字一覧 
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し
て
も
、
同
分
類
の
「
登
営
」
が
九
七
件
と
し
て
最
も
高
い
頻
度
で
使
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
け
て
闕
字
表
記
を
使
っ
て
い
る
用
語
は
（
３
）
林

家
に
か
か
わ
る
用
語
で
の
「
先
考
」
（
五
八
）
で
あ
る
。 

林
家
に
関
す
る
用
語
の
闕
字
表
記
は
、『
国
史
館
日
録
』
の
闕
字
表
記
の

特
徴
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
闕
字
や
平
出
な
ど
の
書
式
は
律
令
に
規

定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
本
来
貴
人
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
『
国
史
館
日
録
』
で
は
自
分
の
父
母
に
対
し
て
闕
字
を
適
用

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
近
世
に
入
っ
て
新
た
に
興
っ
て
き
た

儒
学
者
の
祖
先
崇
拝
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
儒
教

の
中
心
的
徳
目
と
な
る
「
孝
」
の
意
識
が
鵞
峯
の
闕
字
表
記
に
滲
み
出
て

い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
国
史

館
日
録
』
が
幕
府
の
史
書
編
修
所
の
日
記
で
あ
り
な
が
ら
、
純
粋
に
公
的

な
記
録
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。 

今
回
、
表
に
ま
と
め
た
闕
字
の
な
か
で
、
必
ず
闕
字
が
適
用
さ
れ
る
用

語
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
あ
る
用
語
に
つ
い
て
、
あ
る
個
所
で
は
闕
字

が
適
用
さ
れ
て
い
て
も
、
他
の
箇
所
で
は
そ
れ
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
場

合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
件
し
か
現
れ
な
い
用
語
は

除
く
が
、
複
数
回
出
て
い
る
も
の
の
な
か
で
は
、
闕
字
に
な
っ
た
り
、
な

ら
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
聖
堂
・
東
照

宮
・
先
考
」
の
用
語
に
関
し
て
は
、
闕
字
表
記
有
り
・
無
し
・
平
出
表
記

有
り
と
い
う
三
つ
の
様
能
が
認
め
ら
れ
た
。 

『
中
朝
事
実
』
（
「
我
が
国
」
を
示
す
用
語
）
で
も
類
似
の
闕
字
表
記
が

み
え
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
秋
山
は
、
筆
者
の
一
定
の
判
断
基
準
に
よ
っ

て
使
い
分
け
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
(13)
。『
国
史
館
日
録
』
で
も
、
同
様
な

こ
と
が
推
測
で
き
る
か
ど
う
か
精
査
の
余
地
が
あ
る
。 

 

四 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
内
閣
文
庫
本
『
国
史
館
日
録
』
を
底
本
と
し
て
闕
字
表
記

を
抽
出
し
、
分
類
し
た
。 

『
国
史
館
日
録
』
で
は
、
闕
字
・
平
出
・
擡
頭
を
合
わ
せ
て
八
八
二
件

の
表
記
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
主
に
幕
府
・
将
軍
に
か
か
わ
る
用
語
で

あ
っ
た
が
、
鵞
峯
の
父
母
、
特
に
羅
山
に
関
す
る
用
語
も
少
な
く
な
か
っ

た
。 

 

以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
考
え
る
と
『
国
史
館
日
録
』
は
、
幕
府
の
史

書
編
修
の
た
め
の
「
国
史
館
」
の
記
録
で
も
あ
り
な
が
ら
、
林
鵞
峯
自
身

の
私
的
な
記
録
物
、
す
な
わ
ち
個
人
の
日
記
と
し
て
の
面
も
強
く
有
し
て

い
た
と
評
価
で
き
る
。
鵞
峯
は
、
父
羅
山
へ
の
崇
拝
を
表
す
た
め
に
闕
字

と
平
出
と
い
う
、
普
段
な
ら
天
皇
や
朝
廷
・
将
軍
な
ど
の
貴
人
に
使
う
べ

き
様
式
を
用
い
た
の
で
あ
る
。 

 

父
、
林
羅
山
の
代
か
ら
江
戸
幕
府
に
儒
学
者
と
し
て
仕
え
た
林
家
の
林

鵞
峯
は
、
儒
教
の
重
要
な
徳
目
で
あ
る
祖
先
に
対
し
て
感
謝
し
尊
敬
す
る

姿
勢
を
日
記
の
上
で
も
実
践
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
日
本
に
お
け
る

「
孝
」
の
展
開
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
位
置
を
占
め
る
と
考
え
る
。 

                                         

             

 

(1) 

跡
部
信
「
豊
臣
政
権
の
対
外
構
想
と
秩
序
観
」『
日
本
史
研
究
』
五
八
五
、
二

〇
一
一
年
。 

(2)  

明
楽
誠
『
闕
字
に
み
る
新
島
譲
の
精
神
と
儀
礼
』（
大
学
教
育
出
版
社
、
二
〇

〇
二
年
） 

(3) 
中
山
広
司
「
『
中
朝
事
実
』
に
お
け
る
「
臣
」
」
『
日
本
歴
史
』
五
一
九
、
一
九

九
一
年
。
同
「
『
中
朝
事
実
』
に
於
け
る
わ
が
国
の
尊
称
と
書
名
に
つ
い
て
の

一
考
察
」
『
芸
林
』
四
〇
‐
一
、
一
九
九
一
年
。 

(4) 

秋
山
一
実
「
『
中
朝
事
実
』
の
闕
字
と
我
が
国
の
尊
称
に
つ
い
て
」
『
金
沢
工

業
大
学
日
本
学
研
究
』
十
、
二
〇
〇
七
年
。 
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(5) 
坪
井
九
馬
三
「
国
史
館
日
録
を
読
む
」『
史
学
雑
誌
』
二
九
（
四
）
、
一
九
一
八

年
。 

(6) 

林
鵞
峯
が
編
修
を
総
括
し
た
『
本
朝
通
鑑
』
は
、
寛
文
十
年
十
月
に
全
三
一
〇

巻
の
清
書
が
完
成
さ
れ
幕
府
に
進
呈
さ
れ
た
。
ま
た
林
鵞
峯
の
寛
文
十
一
年

以
降
の
日
記
は
『
南
塾
乗
』
と
題
し
別
に
遺
さ
れ
て
い
る
。 

(7) 

こ
れ
ま
で
の
活
字
本
も
内
閣
文
庫
本
を
底
本
に
し
て
い
る
。
『
国
史
館
日
録
』

の
活
字
本
は
上
述
し
た
よ
う
に
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
「
本
朝
通
鑑
本
」
は
本

朝
通
鑑
の
付
録
と
し
て
、
十
六
・
十
七
巻
に
『
国
史
館
日
録
』
が
所
収
さ
れ
て

い
る
。
凡
例
に
よ
る
と
「
内
閣
文
庫
本
」
を
底
本
に
し
て
い
る
が
、
付
い
て
い

る
訓
読
点
は
「
国
会
図
書
館
本
」
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
両
方
を
参
考
に
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
活
字
本
で
あ
る
「
史
料
編
纂

本
」
は
山
本
武
夫
氏
の
校
訂
で
続
群
書
類
従
完
成
会
の
『
史
料
編
纂
』
と
し
て
、

一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
『
国
史
館
日
録
』

は
全
五
冊
（
『
南
塾
乗
』
含
む
）
に
な
る
。
凡
例
に
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵

の
「
内
閣
文
庫
本
」
を
底
本
と
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
闕
字
表

記
の
な
か
底
本
の
「
内
閣
文
庫
本
」
と
異
な
る
所
が
何
か
所
か
あ
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
校
訂
作
業
で
の
修
正
だ
っ
た
の
か
、
他
の
版
本
等
を
参
考
に
し
た
の
か

な
ど
は
未
詳
で
あ
る
。 

(8) 

無
窮
会
専
門
図
書
館
は
耐
震
改
修
工
事
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
図

書
館
の
業
務
を
一
時
休
止
し
て
い
る
。
同
年
十
二
月
ま
で
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

平
成
二
十
九
年
一
月
現
在
ま
で
も
一
時
休
止
は
続
い
て
お
り
、
図
書
館
業
務
の

再
開
に
関
す
る
予
定
は
ま
だ
案
内
さ
れ
て
い
な
い
。 

(9) 

前
掲
（
２
）
三
頁
。 

(10) 

中
国
や
朝
鮮
半
島
・
越
南
な
ど
で
は
、
闕
字
・
平
出
・
擡
頭
だ
け
で
は
な
く
、

皇
帝
や
祖
先
の
諱
が
文
中
に
出
た
場
合
、
そ
の
字
を
避
け
る
た
め
に
、
別
の
字

に
置
き
換
え
た
り
一
画
を
書
か
な
か
っ
た
り
す
る
「
避
諱
」
と
い
う
方
法
も
あ

っ
た
。 

(11) 

日
本
思
想
大
系
３
『
律
令
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
三
九
一
頁
。 

(12) 

日
付
と
次
の
内
容
（
天
気
ま
た
は
本
文
等
）
と
間
が
空
字
に
な
る
の
は
、
最

                                        
 

初
か
ら
で
は
な
く
、
寛
文
二
年
八
月
十
八
日
か
ら
で
あ
る
。 

(13) 

前
掲
（
３
）
二
二
一
頁
。 
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【図 1】『国史館日録』（国会図書館所蔵本）寛文 4年 10 月 22 日条、 

国会図書館デジタルアーカイブより 

 

【図 2】『国史館日録』（国立公文書館所蔵本）寛文 5年 2月 9日条、筆者撮影 
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【図 3】『国史館日録』（静嘉堂文庫所蔵本）巻一の表紙と一丁表面、筆者複写 

 

 

【図 4】『国史館日録』（国立公文書館所蔵本）寛文 4年 10 月 22 日条、筆者撮影 
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崔 載國「『国史館日録』にみえる林鵞峯の敬意表現」 

 
 

表 4 内閣文庫本『国史館日録』闕字分類一覧 

大分類 小分類 闕字 闕字用語 数 平出・擡頭 

幕府 幕府 営 登営 97 1 

375 375 145 営中 39   

(7) (7) (1) 在営 3   

      入営 2   

      営殿 1   

      退営 1   

      出営 1   

      留営 1   

    官 官命 14   

    61 官事 9   

      官暇 7   

      官恩 4   

      官銀 3   

      官庫 3   

      官俸 3   

      官本 3   

      官禄 3   

      官医 2   

      官議 2   

      官家 2   

      官家 1   

      官儀 1   

      官絹 1   

      官賜 1   

      官用書 1   

      官 1   

    城 登城 75   

    83 城 3   

      在城 2   
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      帰城 1   

      聴城 1   

      退城 1   

    公 公儀 30 2 

    60 公用 9 1 

    (5) 公務 8 2 

      公 5   

      公事 4   

      公挙 1   

      公議 1   

      公私 1   

      公恩 1   

    府    (1) 参府 4 1 

    府 登府 1   

    江府   2   

    幕府   2   

    四代幕府   1   

    殿 殿中 9   

    武   2   

    旨   2   

    召   3   

将軍 将軍 将軍 大君 13 1 

261 190 30 先君 5   

(7) (3) (2) 東照神君 3 1 

      大猷院殿 3   

      大樹 2   

      東照大神君 1   

      家康公 1   

      大神君 1   

    台徳公 1   

    上 上覧 14   
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    29 上使 7   

      上意 5   

      上聞 3   

    台 台駕 14   

    46 台命 13 1 

    (1) 台顔 7   

      台覧 6   

      台意 1   

      台聞 1   

      台聴 1   

      台問 1   

      台慮 1   

      台論 1   

    御 御前 8   

    45 御印字 5   

      御参 3   

      御文庫 3   

      御瀝 3   

      御当家 2   

      御廟 2   

      御手 1   

      御堂 1   

      還御 1   

      御諱字 1   

      御印 1   

      御印章 1   

      御印之字 1   

      御猟 1   

      御感 1   

      御参詣 1   

      御滴 1   
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      御使 1   

      御堂 1   

      御服 1   

      御返簡 1   

      御旨 1   

      御覧 1   

      御判分 1   

      出御 1   

    恩 恩賜 5   

    11 恩言 2   

      恩栄 2   

      恩 2   

    命   18   

    仰   1   

    玉音   3   

    印 印章 3   

    麾 麾下 3   

    鈞 鈞命 1   

  将軍家霊廟 廟   14   

  71 東照宮   10 3 

  (4) 大猷院殿   10 1 

    日光山   6   

    楓山   3   

    拜謁   1   

    紅葉山 1   

    本社   1   

    台徳院殿   1   

    大猷廟   1   

    東叡山   1   

    先公御廟   1   

    霊 霊堂（紅葉山霊堂） 1   
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      霊廟 11   

    灵 灵廟（霊廟） 2   

    灵殿 1   

    神 神廟 5   

    宮 参宮 1   

林家 孔子 孔堂   1   

189 105 孔廟   1   

(8) (5) 先 先聖殿 2   

    聖 聖堂 78 4 

    97 聖像 11   

    (5) 聖殿 6 1 

      聖経 1   

      聖誕之歳 1   

    神 神主 1   

    4 神座 1   

      神像 1   

      神前之事 1   

  祖先 両親 先考 58 2 

  84   先妣 9 1 

  (3) 神 神主 8   

    考妣   5   

    祠 祠堂 2   

    肖影   1   

    像   1   

国・朝廷 朝廷・天皇 勅   7   

32 14 朝廷   2   

    新院上皇   1   

    皇統   1   

    法皇   1   

    仙洞   1   

    京都   1   
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  国・本朝 国 国史編修之事 1   

  18 5 国家 1   

      国家大事之人 1   

      国家之宝 1   

    国忌日 1   

    本朝 本朝 4   

    13 本朝之事 2   

      本朝編年録 2   

      本朝故事 2   

      本朝風土記 1   

      本朝麁藻 1   

      本朝之古 1   

その他 その他 電覧   1   

3   視   1   

    黄門君   1   

小計 860 22 

合計 882 

凡例 

１．各分類と闕字項目の下の数字は、闕字件数を示す。 

２．括弧数字は平出・擡頭件数を示す。 

３．擡頭は平出と同欄に表記した。太字で斜体のが擡頭である。 
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